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特集　格差社会と生協

約 30％を占めていて、400 万円未満の家庭
が４割です。とくに 20 代は、年収 200 万
円以下がたくさんいます。「若いうちは貧
乏で当たり前だ」と言えばそうかもしれま
せんが、それに生協は対応できているで
しょうか。
　みなさんもお聞きになっていると思いま
すが、現在、全国の生協組合員の平均年齢
は 50 代前半から半ばぐらいになっていて、
若い人たちには生協は「高くて、とてもわ
れわれが利用できるような組織ではない」
「ちょっとリッチなおばさまたちの買い物
場所だ」というイメージを与えているよう
です。
　きょうは組合員と職員のみなさんに集
まっていただいて、実際のところ、どう感
じていらっしゃるのかということをお聴き
したいと考えています。まずは自己紹介か
らお願いいたします。

【杉本】自分が子どもの頃は、「日本の社会
はすごく平等で、アメリカのように貧富の
差の大きな社会や、ヨーロッパのように身
分格差の大きな社会とは違います」と習い
ました。しかし客観的な数字で見ると、い
まや日本は先進国のなかでもかなり不平
等が大きい国だと言われています。たとえ
ば相対的貧困率で測ると、いまの日本は約
17％、子どもの６人に１人ぐらいが貧困家
庭の子どもということになりますが、これ
はつまり学校のクラスのなかで５人くらい
は貧困に分類される子どもたちがいるとい
うことです。ほかの先進国に比べると、ダ
ントツに大きな数字です。
　昔は生協組合員の世帯収入は日本国民の
平均年収よりも高く、学歴も少し上でした。
安心・安全な食を求める消費者が集まって
きたのが生協ですから、そういうことを考
える余裕のある方々というのは、収入や学
歴が少し高い方が中心だったのです。とこ
ろがいま、夫婦合わせた年収が 200 万円未
満という組合員が約 10％、400 万円未満が
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自己紹介

【渕田】わたしは大山崎町に住む京都生協
の組合員で、小学校６年生と４歳の子ども
がいます。このような場は初めてですが、
よろしくお願いいたします。

【橋本】京都生協で 40 年近く組合員をして
います。以前は働いていまして、当時は個
配がなかったので、ご近所の方に受け取っ
てもらって、買い物に行けない分を助けて
いただきました。定年退職した現在は、逆
にわたしが受け取ってお届けするみたいな
感じになっています。子どもは巣立って、
夫婦２人なので、生協で商品を買う金額は
減ってきました。その代わりに、福祉や、
つながりをつくれるような場など、いろい
ろなサービスに利用対象が変わってきてい
ます。

【井上】亀岡の京都生協組合員で、子ども
が３人います。生協さんの共同購入を利用
して 10 年ぐらいになります。その他に、
エリア会のメンバーとして活動していま
す。先日は総代さんの集まりがあって、い
ろいろなことを学習させていただきまし
た。よろしくお願いします。

【伊藤】京都生協コープパリティの店長で、
職員歴は、13 年ほど配達関係で仕事をし
た後、店舗に異動して 11 年ですから、今
年で 24 年ぐらい経ちます。店長の仕事は、
パリティが２店目で、今年で４年目です。
コープパリティは、西京極にあるお店で、
１年前にリニューアルしました。非常に競
合の激しい地域で、単身者が多く、マンショ
ン住まいの方が半数近くおられて、高所得
者が集まっている地域でもないので、コー
プのお店としてはかなり厳しい状態です。

このような場に参加できて、何かヒントが
つかめたらと思っています。

【高木】私は奈良県の中西部に位置する大
和高田市に住んでおり、ならコープの西奈
良支所で働いています。仕事としては、配
達のグループメンバーが 10 人いまして、
そのグループ運営を行うエリアの責任者で
す。西奈良支所は、ならコープで最大の
100 億円規模の支所で、奈良市全域と生駒
市全域を管轄しています。私が担当してい
るのは、薬師寺や唐招提寺のお膝元の西の
京、西大寺、伏見の３つのエリアです。生
協に入って 19 年目で、入協したときから
吉野町全域に伺っており、桜の有名な吉野
山にも配達に伺っておりました。３年前に
今の支所に異動して、地域責任者という立
場になって２年目です。

【和田】私はおおさかパルコープの商品部
に所属していて、カタログを制作する部署
にいます。生協歴は、支所に２年ぐらいい
たのを除いて、あとはほとんど商品部関係
で、その間に５～６年はお店に配属されて
いました。最初の頃は「地域差なんて、ほ
とんどないから、買い物も大差がないので
は」と考えていましたが、実際にお店で勤
務すると、枚方など京都寄りの地域と大阪
市内では、お客さんの雰囲気も全然違うし、
買う量も全然違ったりするので、「地域ご
との買い物に合うようなことをしなければ
いけない」ということで進めています。

【荒井】きょうは和田の付き添いで参加さ
せていただきました（笑）。おおさかパル
コープで商品部の責任者（常務理事）をし
ています。パルコープは、大阪市内と、京
都生協さんの南側の枚方から大阪市内寄
りの守口辺りまでをエリアとしています。
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きょうはいろいろヒントを学ばせていただ
こうと思っています。

【今田】コープしがで高島センター長をつ
とめています。私が担当している高島エリ
アは、滋賀県のなかでも湖北エリアで、マ
キノや今津など雪がけっこう降るところで
す。コープしがは組合員が増えていますが、
私のいる高島は高齢化が進んでいて、組合
員さんも減りつつある唯一の支所となって
います。規模としては、９センターあるう
ち最も小さいセンターでして、配達に回っ
ている職員は委託職員を含め 16 人です。
生協歴は今年で 19 年目です。入協時は店
舗に配属され、その後配送に戻って、いま
は高島にいます。高齢化がすごく進んでい
る地域で、先日も台風があって、昨日辺り
まで停電していたエリアもありました。そ
ういうなかで生協がどうあるべきなのかを
考えるヒントになればと思います。

職員から見た組合員の変化

【杉本】ありがとうございました。いまの
お話にありましたように、職員さんのなか
には、共同購入や個配といった無店舗事業
を担当されている方、店舗の方、商品企画
の方がいらっしゃいますので、組合員の
方々はぜひこの機会に組合員として言いた
いことはどんどん言っていただければと思
います（笑）。
　まず職員のみなさんにお伺いしたいので
すが、生協の組合員は昔と比べて変わって
いるという実感をお仕事のなかで持たれる
ことはありますか。たとえば利用量が減っ
ている・増えているとか、買い物の中身が
変わっているとか、家族構成が変わったと
か、いろいろあると思いますが。

【今田】コープしがの場合、利用される金
額は徐々に減っていますが、昔と比べても
のすごく落ちているというほどまでにはひ
どくはない状況です。ただ、高島エリアは
高齢化が進んできて、この間まで元気にし
ておられたおばあさんが亡くなられたり施
設に入られたりするというようなことは、
現実に直面している問題です。

【高木】わたしも奈良県下いろいろなとこ
ろに行ってきましたが、山間地で多かった
昔ながらの５～ 13 人班は減り、いまは２
人班も多くなっています。昔と特に違うの
は、組合員さんが完全に「お客さん」になっ
ているというか、わたしたちが商品や生協
の説明などがうまくできていないところも
あるのでしょうが、個配も進んで、その辺
の関係性がかなり希薄になってきて、「生
協さん」というよりは「お届け屋さん」み
たいなところも出てきているかなと思います。

【杉本】班がなくなったり、班の人数が減っ
たりしたことが、その大きな要因だと感じ
られますか。

【高木】そうですね。ならコープでいえば、
「生協」というよりは「配達してくれるの
が便利だから入ります」という方が増えて
います。だから、生協と業者の違いもちゃ
んと説明しないと、なかなかわかっていた
だけないと感じています。

【杉本】店舗の場合は、昔から「スーパー
とどこが違うのか」ということが常に言わ
れてきたと思いますが、最近、何か変わっ
てきたところがありますか。

【伊藤】コープパリティはオープンして 25
年経ちましたが、最初の頃から利用されて
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いる方のご家族の世帯人数が減っています
ね。２人家族が増えているので、先々１人
になってしまうのかなと思ったりします。
それと、コープ商品の優位性が見えにくく
なってきているのかなと思っていて、そう
いう状況のなかで近くにスーパーがどんど
んできて、「前は生協のお店だけでまかなっ
ていたけれども、いまは他も買い回ってい
る」というような、買い回りの傾向が強く
なって、結局、お店の事業としては厳しく
なっています。

　
買い物先をどう選ぶのか

【杉本】組合員からすると、生協は食生活
の中心を支える存在なのですか。それとも、
いくつかある買い物先のひとつなのです
か。各家庭によって違うと思いますが、み
なさんの場合はどうですか。

【橋本】私の場合は、何十年もずっと生協
でお願いしているので、お気に入りのもの
もありますし、メインも生協の宅配で、宅
配で足りない分や少し変わったものが欲し
いときに近くへ行くというパターンです。
週１回の配送が食生活の基礎的な中心部分
になっています。

【渕田】自宅からいちばん近いのが生協の
お店なので、普段はそこにしか行きませ
ん。下の子も慣れているし、職員さんも下
の子に慣れているので、そのお店に行けば
子どもが自分でカートを持っていくし、私
も「ちょっと目を離していても、職員さん
もわかってくれるし…」みたいな感じで安
心なので。
　少し前までパートタイマーをしていて、
個配を利用していたのですが、仕事に出た

日に受け取ることができなくなって、個配
だと手数料がもったいないので、ちょっと
お休みしている状態です。友だちなんかは
卵や牛乳がおいしいのはわかっているけ
ど、やっぱり他のお店より高いと言ってい
ます。車で５分ぐらい走ればスーパーが４
つぐらいあるので、「生協さんに行くのは
火曜日の卵の日と水曜日の牛乳」とか「こ
のスーパーでは○○を買う」というふうに、
車で一度出て、回っている人が多いです。
　どこのスーパーに買い物に行っていると
か、ママ友とけっこう話したりしますが、
「うちは生協だけ」と言うと、みんな「生協っ
て高くない？」と絶対に言いますね。「でも、
おいしいよ」と言うのですが、主婦はそん
な感じで買い回っています。

【井上】安全な商品や近くのスーパーにな
い商品があるので生協に入りました。近く
にはイオン、フレスコ、マツモトなどがいっ
ぱいありますが、みなさんは「生協の店舗
がない」という理由で生協の宅配をしてい
るという感じです。
　入った当初は、子どものおもちゃでも離
乳食でも食べものでも、「珍しいし、これ
買おう」という感じで、他には売っていな
いような、生協ならではの特化したものを
買っていました。その後エリア会などでい
ろいろな学習をさせてもらって、とくに「さ
くらこめたまご」の学習をしたら、「たし
かに高いけど、それには理由があるんだ」
ということがわかって、最近はそれを理解
したうえで買うようになっています。
　話をよくする友だちには、「こんなこと
を勉強したよ」とか「生協で、こんな福祉
のことをやってるよ」という話をしながら、
「こんな商品があるよ」とチラッと言った
りしています。
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「生協は高い」のか

【杉本】やっぱり「生協は高い」というイメー
ジが拭い難くあるんですね。それに対して、
安くしてほしいという意見もあるのでしょ
うが、なぜ高いのかをもっと説明してほし
いという意見もあるのでしょうか。

【井上】子どものおむつが高いというこ
とを、総代懇談会で隣に座った方がおっ
しゃっていました。いちばんよく利用する
のはコープ御所南だけど、宅配をしていて、
「ちょっと高いかな。だけど、宅配で得な
のは家まで届けてくれはるところなので、
もう少し安くなればいいんだけど」と。

【杉本】個配の手数料は 200 円ぐらいです
か。

【渕田】２歳までの子どもがいると少し安
くなりますが、100 円ぐらいなんですね。
100 円で届けてくださるのは、すごくあり
がたいのですが、その 100 円が自分の怠り
みたいに思ってしまうんです。「100 円あ
れば子どものおやつを１個買ってあげられ
るのに、私が頑張ればいいのに、それを怠っ
て…」という感覚になってしまって、「手
数料、もったいないなぁ…」と思ってしま
うんですね。
　ネットスーパーは、１回 5000 円買えば
無料になるところもけっこう多かったりし
て、そうすると「この服、一緒に買ったら
無料で届く」と思ったりします。

【橋本】うちも、年をとった人が多くなっ
て疲れてきたので、個配にしようかなと
思ったのですが、班の人と相談してみたら、
手数料が 198 円ぐらいで、月にしたら 800
円ぐらいになるし、それを入れると１年で

１万円、出費が増える。その１万円が惜し
いというので、しんどくても共同購入を続
けようということになりました（笑）。

【杉本】ということで、「生協は高い」そう
ですが、商品企画としてはどうお考えにな
りますか。

【和田】見せ方が悪い部分もあるかと思い
ます。お米も、スーパーでは 10 キロで安
く売られていたりするので、同じぐらいの
価格で始めたのですが、そういう商品が「あ
る」ということ自体が伝わらないことも
あって、総代懇談会で「生協は高いから買
いにくい」という声をたくさんいただきま
す。その際、「10 キロのお米、だいたいこ
れぐらいの値段で置いているのですが、ど
うですか」と言うと、「そうなん？安いの
も置いてるんやね」と言われたりしますの
で、昔から「生協は高いから」というイメー
ジがあって、一つひとつの商品をお知らせ
できていないケースが増えているのかなと
思います。
　それと、やっぱり実際に高い商品もある
かと思いますので、そこは近づけていくし
かない。ただ、原料などにこだわっている
と、それなりの値段になります。本当は個
配で全部まかないたいと思って生協に入っ
てくださっていても、結局、スーパーに他
のものを買いに行ってしまう。もし、同じ
ような商品が生協にあれば、全部、生協で
買っていただけるので、それに取り組んで
いる途中です。

【【杉本】おそらく比較されるのはチラシの
目玉商品ですので、そういうことは生協に
はできないということがあると思います
が、店長さんから見ても、そんなに「高い」
ですか。
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【伊藤】店にいても、「高い」とよく言われ
ますね。お話ししていると、うちが「定価
を表示する店」のようになっていて、それ
と比べて他の店が安いと、「ああ、やっぱ
り安い」となります。努力もしていて、日
配やドライ商品など、部分的には他の店と
遜色ないような値段にもなっているのに、
それでも「高い」と言われるのは、自分の
欲しいものが安くないと「安い」と思って
もらえないということかと思います。

【渕田】週末にイオンなどに行くと、子ど
もが欲しがるお菓子が安かったりします。
生協に比べて20円も安いとか…。他のスー
パーで袋菓子やトイレットペーパーがすご
く安かったりして、生協とは値段が全然違
うとなると、「なんか生協、高いなぁ」と
感じるところがあるなあと思いました。他
方でお肉が 100 グラム何円かなんて、ほと
んど見ていないし、そういうところでは感
じないですね。
　小学校の子どもも、社会見学のおやつを
みんなで買いに行くときに、「生協さんは
高いから、みんなで万代に行く」と言って
いたので、「子どももそう言うのね」と思
いました（笑）。

【井上】私も生協が高いと感じることがあ
りますが、「どうして他はそんなに安くで
きるのか」と思いますね。
　西友でも、すごく安くて、「もし他の店
が西友より安かったら、チラシを持ってき
てください。安くします。同じ値段にしま
す」と言っています。そこまでどんどん安
くすると、そこに携わっている人もいるの
だから、その背景まで見てしまって、安す
ぎるのはかえって怖いなと思います。

【橋本】地産地消や「さくらこめたまご」（休

耕地の復活や食料自給率の向上をめざし
て、飼料米を餌にした国産品種の「さくら」
というニワトリが生む卵。１個につき１円
を上乗せして販売し、生産者支援に充てて
いる）のように、「生協としての理念を持っ
て開発した商品ですよ」と言われたら高く
ても納得して買いますが、同じ商品となる
と安いほうに走りますね。

コープ商品と学習活動

【杉本】ナショナルブランドのまったく同
じ商品で、コンビニで 128 円のものが生協
で 148 円となると、たしかに印象として「高
い」というのが出てくると思います。それ
を克服すべきものがコープ商品であって、
生協のオリジナルで他には売っていないと
いう、納得していただけるコンセプトが
あったわけですが、みなさんには「コープ
商品を中心に買う」という意識はあります
か。

【橋本】まずコープ商品をチェックして、
値段的にあまり変わらなければコープ商品
にします。ただ、少しぐらいの差だったら
コープ商品にしようかなと思うけど、かな
り違うと「やっぱりちょっと…」と思いま
すね。
　でも、味噌や醤油のコープ商品は、品質
がよく、価格も安くて、お得だなと思うも
のもあります。地産地消や「さくらこめた
まご」のように、きちんと説明できるコー
プ商品もあるし、一般商品と比べても「コー
プ商品のほうが値段も安く、品質もちゃん
としているな」と思うものもありますので、
やはりそこは自分の好みと判断力かなと思
います。
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【杉本】店舗では、どのようなお考えで提
供されているのでしょうか。「コープ商品
を買ってほしい」という意識は強くあるの
でしょうか。

【伊藤】「おすすめしなければいけない」と
いう、どちらかといえば義務感はあります
ね。今年は 100 個販売という取り組みを
やっていますが、「一所懸命おすすめして、
コープ商品を買っていただこう。そうしな
いと他のスーパーとの差別化ができない。
生協にしかないものを大事にし続ける意識
を持っていないと負けてしまう」というこ
とで、取り組みを進めてはいます。
　ただ、売れるものは少し違うかなと思い
ます。最近ではミカンが出始めて、10 個
入りが、普通は 298 円ですが、生協では
398 円で売っています。「産直マークがつ
いているけれど、これは売れないかなあ」
と思いながら、やっぱり売れなくて残念な
思いをしています。
　やっぱり中身を学習などでちゃんと伝え
なければいけない。売り場そのものが学習
できるような場になったらいいなという気
持ちを持っています。

【杉本】「さくらこめたまご」は、かなり詳
しい説明がどの店舗にもあるので、なぜ１
個あたり１円、１パック 10 円高いのかと
いうことが納得できますが、産直マークや
COOP マークがあっても、ごく普通の組
合員にはそれほど意味は伝わらないのでは
ないでしょうか。共同購入や個配のカタロ
グでも、COOP のマークは付いているか
もしれませんが、それ以外の詳細な情報は
ほとんど提供していないように思います。
他の小規模生協に取材に行くと、カタログ
に「これは減農薬」とか「これは無農薬」
とか、栽培方法やその他のことについても

のすごく細かくマークを付けている生協も
あります。人によってこだわりが違って、
「私は遺伝子組み換えは絶対いやだけど、
安全な農薬ならいい」など、いろいろな考
え方があるでしょう。商品のパッケージに
は法改正もあってそれなりに表示が徹底さ
れつつありますが、売り場の表示やカタロ
グの表示でもう少し生協らしくできないか
と思ったりします。

【高木】個配では１カ所あたり６分ピッチ、
１時間で 10 カ所回らないといけないとい
うことがあります。１世帯あたり話してい
る時間は１分あるかどうかぐらいです。委
託職員も増えてきて、生協の職員教育も難
しい。配達している職員も、コープとは何
かがわからずやっているように感じます。
　とくに今年はエシカル消費を進めてい
ますが、職員はエシカル消費と言っても
実感がないので、「メーカーさんを見に行
き、そこから学んでいこう」と進めていま
す。とくに 20 代の若い担当は「生協なら
ではの商品」について語る力がない。昔か
らの組合員さんからはよく言われるけれど
も、若い担当は答えられないので、コミュ
ニケーションを端折ってしまうこともあっ
たりします。
　
【今田】コープしがでも、若い職員の知識
は足りていないと思います。今年から、商
品学習を事業所でちゃんとやっていこうと
いうことで、「産直こめ育ちさくらたまご」
や大山の牛乳など、京都生協と同じかたち
でやっているのを学習して、「担当からも
しっかりと良さを伝えよう」としています
が、そうするとやっぱり利用も伸びてきま
す。何も言わなければ利用量も減ります
が、「いつも来る担当のお兄ちゃんが必死
になって伝えてくれるから、ええもんなん
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やなぁ。買ってみようかな」という感じで
利用してくださることがあるので、良さを
伝えることはとても大切だと思います。

超高齢社会の生協

【杉本】先ほど高齢化しているという問題
も出ていましたが、生協の具体的な仕事や
組合員との接し方は、どう変わってきたの
でしょうか。

【今田】若い方でしたら、配達でも「これ
はこの商品です。ありがとうございます」
と言って、スイスイと渡すことができます
が、お年を召してらっしゃる方は受け取っ
ていただくにも時間がかかります。それに
対して機械的にパッパッと渡すのではな
く、お話ししたい方や、生協がつながりに
なっている方がおられますので、そういう
方々に対応していくことが大切だなと思っ
ています。
　いまは生協以外でも安全で安心なものが
たくさんあると思います。私は、70 年代
と比べたら、いまや安全・安心は生協だけ
の取り柄ではないと思っています。では次
に何が取り柄になるのかというと、やはり
担当が組合員さんと毎週接していけるとい
うところに価値を見いだしていかないと厳
しいかなと思います。
　とくに若い方がおられるところを回って
いるときはそれほど感じなかったのです
が、お年寄りが多い高島では、そういうこ
とを説明していかないと生きていけないと
いうのが正直な実感としてあります。

【杉本】生協には見回り機能も期待されて
いると思いますが、実際問題として、配送
に行かれてもお留守のお宅が相当多いので

はないでしょうか。

【高木】半分は留守ですね。今田さんもおっ
しゃったように、地域差はありますが、私
が去年まで担当していた奈良市の中心街の
マンションでは高齢化が進んでいます。地
域イベントのときに社協の方と話している
と「高齢者は買い物が大変。なんとかして
ほしい、歩いて行けない」ということです。
私たちは「何百メートルなら歩いて行ける」
と思ったりしますが、それも無理だという
わけです。都会なので、いくらでも買い物
に行けると思っていましたが、じつはそう
ではない。
　それで、公民館で社協と共に夕食宅配の
試食会をやると、80 人ぐらい来てくださ
いました。社協が、見回りで訪問した時に
「コープでこういうのがあるから、試食し
てみようね」と呼びかけてくださったんで
す。社協としては見回りのひとつとして、
コープやヤクルトなどいろいろなところと
連携して地域を見守っていきたいと考えて
おられるので、子ども食堂もされていて、
そこにもコープが関わったりしました。
　都会のど真ん中だからこそ、貧困層も含
めていろいろな子どもさんがいて、いろい
ろな職業のお母さんがおられて、一人親家
庭のお母さんも多い。朝ごはんも食べられ
ないし、身なりもきれいでない子どもさん
もいるという実態は、そこで教えてもらい
ました。
　社協や民生児童委員さんなど、地域のこ
とを気にしている方が、生協に「なんとか
してほしい」と言ってきてくださるような
関係性ができてきました。私たちも地域の
イベントに出ていって、「なにかコープで
お役に立てませんか」と呼びかけていった
ら、社協とも少しずつ連携できるようにな
りました。
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【伊藤】組合員さんが高齢化するなかで、
「ずっとお気に入りの店でありたいな」と
思っていまして、店のメンバー内で裏ス
ローガンですが「嫌われないようにしま
しょう」と言っています（笑）。高齢の方は、
ずっと利用なさっている方が多いので、と
くにそこを意識しています。
　店内も、せっかく来てくださるのだから
と、他のお店と比べて座り心地のよい椅子
を中古家具屋で買って、レストコーナーに
置きました。そうすると、やっぱり集って
もらえるんですね。高齢の方は話がしたい
ので、コミュニティ機能を少しでも持たせ
たいという思いで、改装を進めてきました。
　最近は、店内の奥にちょっとした黄色い
ベンチを置いてみたりしています。ちょう
どそこはインストアのお肉屋さんの前なの
で、お肉屋さんが商品を用意するのを待っ
ている間に座ったりしてもらっています。
来てくださった方を少しでもいたわるよう
な配慮ができる店になればと思っています。

【渕田】私はいつも長岡京のお店に行きま
すが、カゴを運んでくれたり荷物を持って
くれたりして、すごく優しいですね。
　長岡京のお店だけではないかもしれませ
んが、すごいなと思ったのは京都生協の「お
買い物サポートカー」といって、家の近く
まで車で迎えに行って、お年寄りを乗せて
買い物をするというサービスです。
　私が住む大山崎町の端っこのほうで、突
然、あるスーパーが閉鎖して、買い物難民
地域になりました。そのとき、生協さんが
いち早く移動販売車を出して、週１回、車
に商品をたくさん積んでやって来ます。そ
ういうことがあって、みんな、「生協さん
はすごい」と言います。そういうふうにあ
り続けたらいいのではないかと思います
ね。

【杉本】商品企画としては、超高齢社会に
入ることについて、どう考えてらっしゃい
ますか。もう若い人は無理だから、むしろ
高齢者に焦点をしぼって、いままでの組合
員を大切にしようということを、主に考え
てらっしゃるのですか。

【和田】利用動向的には、子育てを終えた
50 代後半以上の利用はそれほど落ちてい
ません。当初の生協をつくり支えてこられ
た方々なので、その子ども世代の分は減る
かと思いますが、70 代以上の方はそれこ
そ伸びるような勢いだったりします。どち
らかといえば、いまは子育て世代の落ち方
が大きいので、そこをなんとかしたいとい
うのがあります。

【杉本】私が高齢の方からよく聞くのは、「子
育て関連の商品はたくさん載っているけれ
ども、紙のむだじゃないか。もう少し私た
ちのニーズにしぼったものにしてくれない
か」ということです。いままでの生協はす
べての組合員を対象にして、ひとつのカタ
ログで「みんなに役立つ生協」を謳ってき
ました。そういう方向しかあり得ないので
すか。

【和田】「必要なところに必要なカタログを」
ということで、コープきんき７生協統一で
カタログをつくっているかと思います。食
料品本体のカタログを基本として、デパ地
下やお取り寄せで買いたい方も多いので
「よりすぐり」カタログもあります。パル
コープ独自では、「安く買えたらうれしい」
という主に子育て世代の組合員に向けた安
い「ファミリーカタログ」があります。「必
要なところに必要なカタログを」ですから、
今年から子育て・赤ちゃん用の「にこにこ
ほっぺ」という冊子を季刊発行でつくりま
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した。狭まっていけばいくほど、要らない
カタログは止められるようにするなどの工
夫をしています。

夕食宅配をめぐって

【杉本】夕食宅配も、非常に期待されてい
て、生協が頑張っている場面だと思います
が、自治体によっては夕食宅配に対して１
件あたり数百円程度補助する制度があるよ
うです。生協の夕食宅配は 500 ～ 600 円で
やっているので、それだけの補助金をもら
えれば悠々できるのではないかとも思いま
すが、民間業者を含めて、なぜその制度を
十分活用していないかというと、行政の方
針は安全第一なので、必ず手渡しでなけれ
ばいけないそうです。そうすると、生協の
夕食宅配でも３～５割はお留守なのに、こ
こに置いてきますということができない。
　留守のときには置いていくというのは生
協独特の文化で、生協外の人にはすごく
びっくりされます。クロネコヤマトや佐川
急便は再配達の問題で悩んでいますね。私
は生協のことを勉強しているので「生協で
は再配達の問題はどうしているのですか」
とよく聞かれるのですが、「そんなもの、
玄関前に置いておくだけですよ」と言う
と、「ええっ、そんなこと、あり得るんで
すか？！」と驚かれます（笑）。

【高木】夕食宅配は、私も代走で急に行く
ことがありますが、「この仕組みだからこ
そ行ける」と実感することがあります。玄
関まで這って来られる方や歩けない方がお
られて、「ピンポン押して、来たことだけ
わかったらいいから、置いといてね。出る
まで５分～ 10 分かかるから無理やわ」と。
留守置きできるからこそ、本当に体が不自

由で、食べるものもないという方にはいい
のかなと思います。玄関に出てこられる方
に限定したら、たぶん無理だということを、
その件で実感しました。

【杉本】行政は、そういう現場がわからな
いので、安全第一ということで基準をつく
るのでしょうね。

【渕田】実家の母が突然、入院してしまって、
父は調理ができないから、私が夕食宅配を
注文して、「夕食に食べてね」と言ってい
たら、「お昼の１時ぐらいに持って来はる
から、お昼に食べてしまった」ということ
で、結局、私が夕食をつくることになった
りしました。そんな早い時間から持ってき
て、置いておいたら、夏は大丈夫なのだろ
うかと思ったり、３週間ぐらいで本人が飽
きてきたので自炊を頑張るようになりまし
た。元気なときでも毎日外食となると飽き
るのと同じかなと思いましたね。

【伊藤】高齢になると食べる量が少なくな
るので、お店ではもっと少量企画の品ぞろ
えをしていかなければいけないと思ってい
ます。いま私は配達やカタログから離れて
いますが、配送のほうが課題としては難し
いのではないかと思います。
　それと、安いのも大事ですが、時間もコ
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ストだから、食材は簡単に料理ができるよ
うになっていて、料理の手間を省くことは
すごく大事だろうと思います。買い物の手
間を省くことも大事で、買い物がササッと
できるようにすることと、できればお店は
１カ所で済むようにして、あちこち買い回
る手間を省く。これをしっかりかなえたら、
生協のお店でも近所の人にはより支持して
もらえるかなと思います。

高齢者への食の提供

【杉本】店舗で、たとえば夕食の食材を全
部組み合わせて、「これでこういう献立が
できます」というようなセットは売られて
いるのですか。

【伊藤】そういう完成形のようなレベルに
は到達していないですね。

【杉本】それはなぜですか。無店舗ではさ
れていますね。

【伊藤】メニュー提案はしていても、それ
に合致した食材があるかというと…。メ
ニュー提案しているのだから、本当は食材
もないといけないのですが、「この量では売っ
てない」みたいなことがまだまだあります。

【橋本】無店舗は対象者が多いから一定数
は集められますが、店舗はその周りの人し
か来ないので、お店で「きょうのおすすめ、
私は嫌い」と思ったら、もう買わない。利
用する絶対数が少ないのではないでしょう
か。

【伊藤】献立としての完成形の提案は、た
ぶんまだ難しいと思っていますが、そう

やって時間短縮にお金と同じぐらいの価値
を持たせていくというのはありだと思いま
す。深夜でも開いているコンビニは高くて
も利用されます。利便性はお金になるのだ
なと思います。ですから、お店でかなえら
れることは必死で考えて、利便性、便利さ
を追求して、利用する人の時間を生みだす
ようなことをしていけば支持してもらえる
かなと思っています。
　その時、商品開発の中身もポイントにな
ると思います。生協の安心・安全の考え方
がある食材セットがつくれるかどうかだと
思います。

【杉本】高齢になられて軟らかいものをお
好みになる方のために、レトルトや冷凍食
品でも、そういう方に向いたような商品を
開発していこうという話はあるのですか。

【荒井】今年から夕食宅配で、軟らか食・ムー
ス食と流動食というコースも増やしまし
た。おせち料理には、「軟らかおせち」を
品ぞろえしています。

【杉本】生協の夕食宅配のごはんは、３段
階ぐらいそろえるところが多いですね。そ
れを意識した商品開発は、一般的に売って
いるコープ商品ではできないのでしょうか。

【荒井】求められるとは思いますが、それ
をつくるメーカーも少ないのです。現在は
それほどシェアが見込めないので、「軟ら
かおせち」も特別につくっていただきまし
た。ただ、将来はシェアを広げられる可能
性はあると思っています。

【橋本】「きらきらステップ」という、離乳
食より少し上の幼児向けの軟らかいシリー
ズができたので、お母さんたちに試食して
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いただきました。そうすると、「おいしい
ですね。私でも好きです」「これ、どこで売っ
てますか」というような感想をいただいて、
「残念ですが、まだお店では売っていない
んです」と説明しました。そういう商品は、
べつに幼児向けに限定しなくても、高齢者
向けにもして、お店にも置けば、利用され
ると思います。

高齢化とつながりづくり

【橋本】先日の総代懇談会で「高齢化に向
けて何をしてほしいですか」という話が
あったのですが、高齢化してくると「あれ
もこれも欲しい」というよりは「人とのつ
ながりがほしい。お店だったら、イートイ
ンがあって、コーヒーを飲んで、お買い物
もササッとして、みんなでゆっくり集える
場所があれば」というような声がかなり強
く出ていました。

【伊藤】新しい量販店ではゲストコーナー
がいちばん目立つところに置いてあります。

【井上】生協は社協や自治体と連携を進め
ておられるということを聞いたのですが、
そういうところに生協さんが行かれたとき
に、単に自治体の取り組みを聞くだけでは
なくて、「いま生協としてこんなことをやっ
ています。広げていこうとしているのはこ
ういうことです」というのを話すのにいい
機会ではないかなと、昨日、総代懇談会で
話しました。
　たくさんの方に知ってもらう場はなかな
かなくて、ポストに「500 円、ワンコインで、
これだけお試しできますよ」というチラシ
を入れるだけでは、なかなか魅力にはつな
がらないのではないかと思います。

　そういうみなさんが集まる場として、生
協さんと地域の方がつながると、「こうい
うことに困っておられますよ」ということ
で、それこそ「夕食サポート」にもつながっ
てくるし、お買い物サポートカーにもつな
がってくるし、問題点がクリアに生協さん
にも伝わってくるのではないかと思います。

【今田】高島市の場合は、市と社協が生協
に対してすごく友好的で、簡単に協定を結
ぶことができました。うちの配達担当者が、
いつも出てこられるおばあちゃんが、きょ
うは出てこられないので、いったん別の配
達に行って、夕方もう一度行くとお留守
で、近所の方に聞いたのです。そうすると、
ベッドから落ちておられたことが２日後に
わかって、「生協さんが声をかけてくれはっ
たから、亡くなる寸前で助かった」と言わ
れました。
　その辺は自治体との兼ね合いがあって、
それぞれの自治体があるので、それをひと
つにまとめていくのはなかなか難しいこと
なのかなと思ったりします。
　大津市の高齢のおじいちゃん・おばあ
ちゃんが多いところで連携していくと、何
かあったときに言うべき窓口がない。高島
であれば、高島社協なり福祉課が聞いてい
るので、担当者が「どうしましょうか？」
と電話してきます。そうなると、こちら
も「ちょっと言うてみるわ」ということ
で、連携が取れます。同じ組合員さんなの
に、自治体をまたいでいるので、対応が全
然違ってくるというのが歯がゆいですね。

子育てとつながりづくり

【杉本】つながりを求めているというのは、
高齢者はもちろんだと思いますが、若い層

特集　格差社会と生協
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でも、子育てについてはつながりを求めて
いるのではないかということがかなり強く
感じられます。

【橋本】京都生協で子育て広場を月１回やっ
ています。初めは各ブロックに１カ所と
言っていたのが、１年以内に２カ所目がで
きるとか、そういう要求があって、一緒に
やりましょうということで、１年の間に２
カ所もできていますね。
　西京区の場合は、パリティのお店の２階
の集会室みたいなところで、来る方は組合
員に限らず、「いつでも来てもらっていい
です」というかたちでやっています。就園
前ぐらいをメインターゲットにしています
が、そうすると、京都市から委託を受けて
いる子育て支援センターから「場所がない
ので、こちらを使わせてください」という
申し入れがあって、パリティでは月２回で
きることになりました。だから、そういう
要求はすごく大きいのだなと思いました。

【橋本】あるブロックは、近くの場所を借
りて、生協の主催でやっています。子育て
広場として、どこかの支援センターのお部
屋を借りて、少し離れたところで。

【渕田】１人目だと、日中、子どもと２人
だけでいるのはしんどいという気持ちもあ
るし、生協さんのお店の上にあるので、マッ
トを敷いて、おもちゃが置かれていて、お
茶も用意してくださって、お茶を飲めるス
ペースがあったりしたら、買い物ついでに
ちょっと上がって、そこで仲良くなられた
方もいますし、女性って、誰とでもスッと
話せるでしょ？とくに子どもを介した場合
は、全然知らないママさんとでも話せるの
で、そこでちょっとお話しして、買い物も
して帰ることができるというので、すごく

需要が多くて、利用者も軒並み増えていま
す。私も、「自分のときに近くにこんなん
があったら、すごくよかったのになぁ」と
思うので、そういうのはすごくいいですね。
　
【橋本】去年から、「０歳児からの音楽会」
が始まりました。小さな子どもを音楽会に
連れていける音楽会で、京都市内だけでな
く、府北部でもやることになったというこ
とで、そういうことに対する要望はものす
ごく強いようです。

【井上】気心の知れたお友だちもいなくて、
ひとりで家に閉じこもったりする人もおら
れたりするし、とくに１人目の子どものと
きは「この子を抱えて、私、どうしよう」と、
まるで社会から取り残されたような感覚に
なったりします。２人目とか３人目になる
と、もうある程度の関係ができたり、「あ
そこに行けば誰かに会える」というつなが
りができてくるので、ちょっと余裕も出て
きますが、１人目のときは「取り残されて
いる」という孤独感・孤立感がすごくあり
ました。で、主人が「忘年会に行く」と聞
くと「私にも忘年会が欲しい」とか、シュ
ンとなったりするので、どんどん外に出て
いきたいという気持ちはありますね。

【渕田】そうそう、あります。働いていて
産休中でも、社会とのつながりがパタッと
なくなったみたいな、孤独感みたいなもの
をすごく感じますね。私もありました。

【井上】過ぎてしまうと、そんなこともあっ
たなと過去のことになりますが、そのとき
にはトンネルに入ったみたいな感じで、「ど
うやったらそこから脱けだせるのか」とか
「誰かとちょっとしゃべろう」と思うこと
がありましたね。「きょう１日、誰とも話
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さなかった」なと。

【橋本】京都生協ではエリア会というのが
あって、そこで生協のことを勉強したり、
自分たちで企画したりするのですが、１歳
以上だと、そういう会議をするための託児
が保障されています。そうなると、「自分
たちが勉強できて、社会ともつながること
ができて、うれしい。だから来てます」と
いう人もいますね。

【高木】先日も、たまたま地域でのイベン
トの時にお友達に連れてきてもらった子育
て中の方が、保育もあったので、とても喜
ばれて、それをきっかけに生協に入ってく
ださいました。「こういう場も欲しい。つ
ながりも欲しい」ということです。それな
ら助け合いの会や有償ボランティアなど、
いろいろなつながりもあるし、子育て広場
もいろいろな地域にあって、そこに行けば、
お母さんが集まれる場がある。お母さんた
ちは、偏食など、いろいろな悩みを持って
おられるから、そこを少しでも解決できた
らと思っています。
たしかに行政はなかなか動いてくれませ
ん。行政に頼っているとなかなかできない
ことがあっても、昔から組合員さんと一緒
にいろいろやってきましたから、そういう
ことを知っている方は「コープはこういう
ことやってないの？」と言われます。全部
はできませんが、地域に入っていって、「何
かあったらコープ」と言ってもらえたらと
思って動いています。

地域できっかけをつくる

【杉本】京都生協のように地域に店舗があっ
たり、昔の生協のように各地域に班がしっ

かり組織されたりしている場合は、その
きっかけもつくりやすいと思いますが、店
舗が少ない生協や班が主流ではなくなった
生協では、どのようにきっかけをつくれば
いいのでしょうか。おおさかパルコープに
は、組合員活動会館というすごいものが大
阪のあちこちにありますが、どのように利
用されていますか。

【荒井】組合員さんの活動ということで、
子育て中のお母さんたちは「パルちゃん広
場ぽっかぽか」に自主的に集まって、子育
てなどの交流をしています。またご高齢の
方は一緒に「いきいき昼食会」なども自主
的にみなさんでやっています。

【杉本】コープしがの場合は、どのように
地域に入っていこうとされていますか。

【今田】年に１回、「ぱくぱくパーティー」
をやっています。要は「商品用意しますの
で、ご近所さんやお友達、ご家族と色々な
お話をしてくださいね。いま、どんなこと
に興味を持っておられたり困っておられた
りしているか、教えてくださいね」という
もので、以前は「参加者は家族の方以外」
としていましたが、いまは「家族の方でも
３人以上集まってもらえればＯＫ」という
かたちにしています。これで、「近所の気
になる人に声をかけてあげようかな」とい
うことになったりします。「ちょっとお茶
菓子食べよう」ぐらいの軽い感じでやりま
す。もう９年ほど実施してきました。現在
のコープしがのなかでは組合員さんの声を
聴くいちばん大きな活動になっています。
組合員でなくても全然関係なく参加しても
らってもいいですよというかたちです。

特集　格差社会と生協
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若年層へのアプローチ

【杉本】そういう努力をされている生協で
すが、「生協は高いから無理よ」と鼻から
受け付けない若い消費者に対して、どうす
れば手を差しのべることができるのでしょ
うか。この格差社会のなかで、高齢の方も
困ってらっしゃるけれども、最大の問題は、
若年層の多くが非正規雇用という身分に閉
じ込められ、階層が固定化されるという状
況が来ていることだと思います。その人た
ちに生協が役立つことはできるのでしょう
か。

【井上】難しいですね。パーセンテージで
見ても、20 代の方の生協利用率は 3.3％で、
30 代でも少し上がる程度で、ほとんどが
シニア世代の方です。非正規の雇用形態が
半数ということを考えると、20 ～ 30 代の
方がいちばん求めているのは食の品質より
もまず自分の生活だと思います。結婚しな
かったり、かといって生協で婚活をやるの
かといえば、それも違うような気がします
し、いかに 20 ～ 30 代の方が生協を利用す
るようになるか、その方法を見いだすのは
本当に難しいという話が、昨日の総代の集
まりでも出ていました。
　自分の若いときを考えても、仕事のこと
がいちばん切実だったし、結婚するのが
30 代半ばぐらいで、20 代で結婚する人は
少ないなかで、夜中に帰ってきたり、３部
交代で働いていたりして、９時から５時ま
での仕事ではない人が多いなかで、何がで
きるのでしょうね。

【橋本】そういう状態だから、食生活に気
をつけるところまで気が回らないですね。
百均に行って本当にびっくりしたのです

が、食品売り場がどんどん増えています。
私も利用はするけれど、「百均で食べもの
を買うの？！」と思います。でも、子ども
連れのお母さんにとってありがたいことに
おやつとか、食料も全部、100 円です。そ
ういう人たちに生協をすすめるにあたって
は、それ以前の問題があるような気がして、
ちょっとわからないですね。

【井上】いまから思うと、母親にどんな育
てられ方をしたかということにすごく影響
を受けているなというのがあって、私は実
家が滋賀です。琵琶湖があるので洗剤につ
いては学校でもすごく教えられたし、親か
らも粉せっけんの大切さや合成洗剤に香り
が付いていることの意味などを教わりまし
た。そのときは「なんで、そんなこと教え
られるのかな」と軽く考えていましたが、
ずいぶん経ってからその良さがわかってく
るので、とくに母親が子どもに食のことや
身の回りの安全のことや防災も含めてどの
ように教えるかがすごく重要かなと思いま
す。

【渕田】自分自身が食の安心・安全をすご
く意識するようになったのは妊娠中や自分
の子どもに食べさせるときで、そのときか
ら無農薬などをすごく意識するようになり
ました。いま私の身の回りに 20 代のお母
さんがいなくて、結婚年齢が遅くなってい
るというのもありますし、小学校では食育
ということで学校給食や授業で習ったりし
ていますが、京都では、中学校になった途
端、給食が終わってしまって、コンビニ利
用も含めてお弁当を用意しなければならな
くなります。
　せっかく小学校で培ってきた食育が、そ
こで突然なくなって、中学から高校、大学
と進んで、大学には大学生協がありました
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が、大学生協でとくに何かを学んだことは
なくて、「学内にある、ただの便利なお店」
みたいな認識でした。もし大学生協や学食
などで、おいしいものや体にいいものなど
を学ぶ機会があったら、大学生活だけでな
く社会人になってからも、「食べものって
大事なんだ」という意識を持ち続けること
ができたのかなと思います。

【杉本】若い人たちの食生活を全部トータ
ルで、生協でまかなうようにするのは、少
なくともいまは非現実的ですが、「ここだ
けは譲れないということはないですか」と
か、「そこはちょっと考えたらどうですか」
という提案はできるかもしれない。たしか
に百均で買っているものは安いかもしれな
いけれども、若い忙しい人たちの消費生活
を見ていると、必ずしも安く合理的に過ご
しているわけではありません。時間がない
がゆえ、あるいは知識がないがゆえ、仕方
がないことではありますが、傍から見ると、
あまり良くもない割高なものを買ったりし
て、とても非合理的な行動をとっています。
「そんな高いお金を出さなくても、ほんの
少し工夫したら、これ、できるのに」とか、
そういうところから何かできないのかなと
思うのですが…。
　安心・安全は徹底したうえで「手軽に」
というところから始めないと、たぶん若い
人はついてこないので、何もかも手づくり
を期待するのは無理だし、「すべて生協に
しなさい」ということも無理だと思います
が、もう少し入りやすい道を用意していた
だければと思うのですが。

【高木】そうですね。だから、まずお母さ
んとの接点ですね。生協があることによっ
て、「あっ、コープもあるんやね」と。そ
のなかで何かできたら、「コープでこんな

商品買おうかな」というのもひとつでしょ
う。
　バブル世代の子どもが 20 歳そこそこに
なってきて、価値観が変わっていると思い
ます。「物は満たされている。車は要らな
い。でも、こだわりは持っていて、ぼくは
こうしたい」と。だから「エシカル消費－
誰かの笑顔につながるお買い物」という価
値が重要だと思います。安心・安全とつな
がる部分をちゃんとしていけば、高齢化と
貧困層のところをうまくつなげられるかな
と思っています。

生協のこれからにひとこと

【杉本】それでは最後にみなさまからひと
言ずつ、お願いします。

【今田】最初にテーマを聞いたときに、「格
差社会は難しいな」と思いましたが、きょ
うは、それだけではなく組合員さんの声も
聴くことができました。生協はその地域に
しかいないので、たとえば京都生協の組合
員さんの話を聴くことはなかなかできない
ので、とても新鮮で楽しかったです。こう
いう機会があれば、また参加したいなと思
います。ありがとうございました。

【和田】高齢の方や子育て層への商品政策
で、支持をもらえていない部分も含めて、
どこに関心を持って何に困っているかとい
うことに近づいていかなければいけないと
思いました。500 円のお試しのご案内はう
ちでもやっていますが、昔からの通りいっ
ぺんの事ではなくて、もっと率直に近づい
ていけるものを探っていかなければいけな
いのかなと思いました。

特集　格差社会と生協



くらしと協同 2017 冬号（第 23 号）

36

【伊藤】非常に貴重な意見等々を聴かせて
いただいて、ありがとうございました。お
店という場がありますので、その活用につ
いてはすごくいろいろ考えました。ひとつ
は、せっかく子育てのサークルやクラブが
ありますので、そうやって集まった場面で
どんな情報提供をしていくのかがすごく大
事なのだろうなと思いました。生協ができ
ることはたくさんあるのでしょうが、高齢
の方も若い方もお金を他のところに使って
いたりするので、生協を通じて情報をきち
んと伝えていく場を大事にする、そのひと
つの大きな場としてお店があるということ
を強く認識しました。本当にありがとうご
ざいました。

【荒井】色々なヒントをいただきまして、
ありがとうございました。パルコープは、
先週に地域別総代会を行いまして、そこで
も組合員さんの生の声をいろいろいただき
ました。いただいた声については、基本的
には実現していこうと思っています。
　きょう言われたように、いままでの生協
は、70 ～ 80 年代につくってくださった組
合員さんのおかげでここまで大きくなれた
と思っています。ただ、これからの生協を
担っていただく若い層の組合員さんに生協
はどのように役立つかが問われていると思
います。商品、福祉、子育てなど、何で生
協は役立つことができるのか。まずは組合
員さんがいまお困りになっていることを一
つずつ改善していって、信頼されるよう
に、「生協があってよかったな」と言って
いただけるようにしていかないといけない
なと、あらためて思いました。どうもあり
がとうございました。

【高木】ならコープとして地域の方にどの
ようにお役に立てるのかと言われたら、「な

らコープグループの事業を通じて組合員の
暮らしに貢献し続けますよ」と私は答えま
す。その貢献とは何かといえば、喜んでも
らうことだと思います。そのためには、い
まコープで何ができるのかということを、
職員がわかって、それを伝えなければなり
ませんが、伝えるのは難しい。相手に伝わ
らなければ、伝えたことにならないので、
こちらは言ったつもりでも、それは自己満
足にすぎないかもしれません。だから、「そ
れを意識しながら動こう。声を聴こう」と
思っています。
　この場に参加させていただいて、いろい
ろな声をいただくことができて、こういう
つながりをいろいろなところでもっと強め
ていければ、今後、いろいろな未来が広が
るのかな、今後も努力を続けたいと思いま
す。きょうはありがとうございました。

【井上】私は宅配を利用していますが、「０
歳児からの音楽会」など、宅配以外のいろ
いろな活動をもっと広めていっていただき
たいなと思います。広めるためには、「０
歳児からの音楽会」であれば、「開いてほ
しい」「あったら聴きたい」という要望が
あると思うので、それを受けとめるフット
ワークというか、窓口を、ぜひつくってい
ただければと思います。声を届けたくても、
どこに届けたらいいのかがわからなかった
りするので、受けとめてくださるような場
所があればなと思います。

【橋本】ある程度の年齢になりますと、商
品を買うことは量的にも少なくなります。
生活協同組合だから生活全体を包み込むと
いうことで、高齢者向けの楽しい企画や、
さらに高齢に向かっていく組合員に役立つ
情報や健康・福祉など、商品以外のところ
にも広げていただけたら（いまもやってく
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ださっていますが）もっとうれしいなと思
います。

【渕田】生協さんは、声を出したらすぐに
それに応えてくださるということで、みん
な、いろいろな意見を言いますし、私も「こ
れだけは」ということで別の場所でも話し
たこともありますが、いままでどおり高齢
者など社会的弱者と呼ばれる方たちに寄り
添ってほしいです。
　子どもの親からすると、子どものために

特集　格差社会と生協

は自分が我慢してもいくらでもお金をかけ
ることができるというのがあるから、子ど
もが「生協さん好き」と言うようになって
くれたらうれしいかなと思います。社会見
学のおやつを買いに行くときに、スーパー
に行くのではなく「生協さんに行こう」と
か「生協さんに行ったら、おいしいものが
ある」というふうになってほしい。子ども
の喜ぶような何かが生協にあればいいかな
と思います。


